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事
後

評
価

項
目

表
 

  

事
業
名
 

県
道
円
座

え
ん

ざ

香
南

こ
う

な
ん線

（
中
間

な
か

つ
ま工

区
）
 

事
業
区
分
 
地
方
道
 

事
業

主
体
 

香
川
県
 

起
終
点
 

 自
：
香
川
県
高
松
市

た
か

ま
つ

し

中
間

町
な
か

つ
ま
ち

ょ
う 

至
：
香
川
県
高

松
市

た
か

ま
つ

し

岡
本

お
か

も
と

町 ち
ょ

う 
延
長

 
 

3.0k
m
 

事
業
概
要
 

 

主
要
地
方

道
円
座

香
南
線

（
中
間

工
区

）
は
、

高
松
自

動
車
道
と
高

松
空
港

を
結
ぶ

高
規
格
道
路

の
一
部

と
し
て

、
高
松
市
中

間
町
～
高

松
市
岡

本
町
ま

で
の
延
長

約
3
.
0
ｋ

ｍ
の
区

間
の

整
備
を
行

っ
た
も

の
で
あ

り
、
平
成
2
9
年
度
に

一
般
部

は
4
車
線
、
立

体
交
差
部

は
本
線

が
暫
定

2
車

線
、

側
道

が
2
車

線
で

開
通
し

た
。

 

事
業
の
目
的
・
必
要
性
 

 

主
要
地
方

道
円
座

香
南
線

（
中
間

工
区

）
は
、

高
速
交

通
体
系
の
整

備
効
果

を
活
か

し
て
、
高
松

自
動
車

道
か
ら

高
松
空
港
へ

の
ア
ク
セ

ス
性
の

向
上
や

通
過
交
通

の
分
散
に

よ
る

交
通

の
円
滑
化

、
大
規

模
災
害

時
に
お
け
る

緊
急
輸

送
道
路

の
確
保
に
資

す

る
事
業
で

あ
る
。

 

費用対効果分析の算定基礎となった 

要因の変化等 

事
業
期
間
 

事
業

化
年

度
 
H11

年
度
 

用
地
着
手
 

H12
年
度
 

供
用
年
 

(再
評

価
) 
H29

 
変動 

 

1.0
倍
 

都
市

計
画
決

定
 
H10年

度
 

工
事
着
手
 

H14
年
度
 

(実
績

) 
H29 

事
業
費
 

再
評
価
時

 
1
5
7
億
円
 

実
績
 

1
5
7
億
円
 

変動 

 

1.0
倍
 

交
通
量
 

（
当

該
路
線
）
 

再
評

価
時

 
12,900～

19,800台
/日

 

（
令
和
12年

度
推
計
）
 事

後
評
価

時
 

11,300～
17,600台

/日
 

（
令
和
22年

度
推
計
）
 
変動 

 

88.9
％
 

費
用
対
効
果

分
析
結
果
 

（
再
評
価
）
 

Ｂ
／
Ｃ
 

 
総
費
用
 

2
03.

3億
円
 

総
便
益
 

603.
9億

円
 

基
準
年
 
 

 

3.0
 

事
 
業
 
費
：
2
0
2
.
2億

円
 

維
持
管
理
費
：
 
 
1
.
1億

円
 

走
行
時
間
短
縮
便
益
：
5
9
1
.
0
億
円
 

走
行
経
費
減
少
便
益
：
 
2
7
.
5
億
円
 

交
通
事
故
減
少
便
益
：
-
1
4
.
6
億
円
 

平
成
26
年
 

費
用
対
効
果

分
析
結
果
 

（
事
後
）
 

Ｂ
／
Ｃ
 

 
総

費
用

 
2
77.

7億
円
 

総
便
益

 
545.

1億
円

 
基
準
年

 
 

 

2.0
 

事
 
業
 
費
：
2
7
4
.
8億

円
 

維
持
管
理
費
：
 
 
2
.
8億

円
 

走
行
時
間
短
縮
便
益
：
4
9
3
.
0
億
円
 

走
行
経
費
減
少
便
益
：
 
4
8
.
4
億
円
 

交
通
事
故
減
少
便
益
：
 
3
.
6
億
円
 

令
和
4年

 

事業の効果の発現状況 

 

①
 
高
松
自
動
車
道
か
ら
高
松
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
 

・
高
松
自
動
車
道
高
松
中
央
ICか

ら
高
松
空
港
へ
の
所
要
時
間
が
約
8分

短
縮
 

・
高
松
自
動
車
道
高
松
西
ICか

ら
高
松
空
港
へ
の
所
要
時
間
が
約
7分

短
縮
 

・
高
松
自
動
車
道
高
松
中
央
ICか

ら
高
松
空
港
へ
の
所
要
時
間
に
つ
い
て
、
混
雑
時
と
非
混
雑
時
の
差
が
3.4分

減
少
し
定

時
性
が
向
上
 

・
高
松
自
動
車
道
高
松
西
ICか

ら
高
松
空
港
へ
の
所
要
時
間
に
つ
い
て
、
混
雑
時
と
非
混
雑
時
の
差
が
1.4分

減
少
し
定
時

性
が
向
上
 

②
 
道
路
交
通
の
円
滑
化
や
安
全
性
の
向
上
 

・
国
道
32号

と
の
交
差
点
（
新
西
山
崎
交
差
点
）
の
混
雑
時
旅
行
速
度
が
最
大
約
7㎞

／
h向

上
 

・
県
道
高
松
琴
平
線
と
の
交
差
点
（
西
山
崎
交
差
点
）
の
混
雑
時
旅
行
速
度
が
最
大
約
14㎞

/h向
上
 

・
県
道
円
座
香
南
線
（
中
間
工
区
）
周
辺
の
主
要
渋
滞
箇
所
で
あ
る
西
永
井
交
差
点
の
混
雑
時
旅
行
速
度
が
最
大
約
3㎞

／
h

向
上
 

・
国
道
32号

と
の
交
差
点
（
新
西
山
崎
交
差
点
）
に
お
け
る
交
通
事
故
は
、
整
備
前
と
比
べ
て
約
4割

減
少
 

③
 
大
規
模
災
害
時
に
お
け
る
緊
急
輸
送
道
路
の
確
保
 

・
救
助
、
輸
送
等
を
行
う
拠
点
と
な
る
高
松
空
港
と
高
松
自
動
車
道
と
の
経
路
が
確
保
（
第
2
次
輸
送
確
保
路
線
に
指
定
）
 

・
第
1次

輸
送
確
保
路
線
（
国
道
19
3号

）
と
ダ
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
形
成
し
、
代
替
性
・
多
重
性
を
確
保
 

 

事業実施による

環境の変化 

環
境
影
響
評
価
に
対
応
す
る
項
目
 

 

特
に
な
し
 

 そ
の
他
評
価
す
べ
き
と
判
断
し
た
項
目
 

 

特
に
な
し
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 社
会
経
済
情
勢
の
変
化
 

 

・
香
川
県
は
、
観
光
圏
整
備
法
に
基
づ
き
、
全
県
を
観
光
圏
の
圏
域
と
す
る
「
香
川
せ
と
う
ち
ア
ー
ト
観
光
圏
」
に
認
定
さ
れ
て
い

る
。
（
認
定
期
間
令
和
2年

度
～
令
和
6年

度
）
 

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
流
行
前
に
お
い
て
、
高
松
空
港
の
乗
降
客
数
が
増
加
傾
向
で
あ
る
と
と
も
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の

増
加
が
顕
著
で
あ
り
、
香
川
県
を
訪
れ
る
外
国
人
の
約
半
数
は
高
松
空
港
を
利
用
し
て
い
る
。
 

・
高
松
空
港
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
運
休
し
て
い
た
国
際
線
に
つ
い
て
、
令
和
4年

11月
に
ソ
ウ
ル
便

が
運
航
を
再
開
す
る
と
と
も
に
、
令
和
5年

1月
に
台
北
便
が
運
航
を
再
開
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
 

・
香
川
県
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
落
ち
込
ん
だ
旅
行
需
要
を
早
期
に
回
復
さ
せ
る
た
め
に
、
国
内
外

の
観
光
客
の
誘
致
を
進
め
、
地
域
経
済
を
活
性
化
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。
 

 今
後
の
事
後
評
価
の
必
要
性
及
び
改
善
措
置
の
必
要
性
 

 

県
道
円
座
香
南
線
（
中
間
工
区
）
の
供
用
に
よ
り
、
高
松
自
動
車
道
～
高
松
空
港
間
の
ア
ク
セ
ス
性
の
向
上
や
道
路
交
通
の
円
滑

化
、
緊
急
輸
送
道
路
の
確
保
な
ど
の
効
果
の
発
現
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の
事
業
評
価
及
び
改
善
措
置
の
必
要
は
な
い
。
 

計
画
・
調
査
の
あ
り
方
や
事
業
評
価
手
法
の
見
直
し
の
必
要
性
 

 

同
種
事
業
の
計
画
・
調
査
の
あ
り
方
や
事
業
評
価
手
法
の
見
直
し
の
必
要
は
な
い
。
 

※
 
総

費
用

、
総

便
益

と
そ

の
内

訳
は

、
各
年

次
の

価
値
を
割

引
率
を
用
い
て

基
準

年
の

価
値

に
換
算
し
累
計
し
た

も
の
。
 



◆事業位置図

２．事業の目的と概要

名称 地域高規格道路

高松環状道路

県道円座香南線（中間工区）

起終点 自：香川県高松市中間町

至：香川県高松市岡本町

延長 3.0ｋｍ

事

業

の

経

緯

事業化 平成11年度

用地着手 平成12年度

工事着手 平成14年度

供用開始
年度

平成23年3月 側道（暫定2車線）を全
線供用

平成30年3月 一般部4車線

立体交差部（高架区間）

暫定2車線供用

◆計画概要

◆事業目的

・高松自動車道（高松西IC、高松檀紙IC）
から高松空港へのアクセス性の向上

・道路交通の円滑化
・大規模災害時における緊急輸送道路
の確保

府中湖ｽﾏｰﾄIC

高松壇紙IC 高松中央IC

県道三木綾川線

高松東IC高松西IC

なかつま

県道円座香南線
なかつま

（中間工区）
L=3.0km

さぬき三木IC

この地図は、国土地理院長の承認（平28四複、第62号）を得て、同院発行の
5万分の1地形図を複製して作成した地図を、一部加工したものである。

出典：国土地理院地図

高松空港

【整備中】
県道円座香南線
こうなん

（香南工区）
L=5.9km
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◆側面図

２．事業の目的と概要

R32 県
道

琴
電

至
：
ｻ

ﾝ
ﾎ

ﾟｰ
ﾄ高

松

県
道

三
木

国
分

寺
線

市
道

西
山

崎
川

部
線

県
道

岡
本

香
川

線

古川

至
：
高

松
空

港

Ｈ23.3供用

至：高松西IC

高架区間

立体交差部（高架区間）

暫定2車線 Ｈ30.3供用

L=3.0km

側道

一般部

◆平面図

1 2

1
2

一般部４車線 Ｈ30.3供用
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◆標準断面図

3.50
2.50 3.25 3.25

0.759.00 0.75 9.00
3.25 3.25 2.50

3.50

40.00
13,500

２．事業の目的と概要

40.00
3.50

2.50 2.50
3.50

3.00
5.50 0.50

3.00
5.500.50

3.253.250.50 0.50
21.00

一般部（4車線）

立体交差部（高架区間）（暫定2車線）
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３．費用対効果分析の算定基礎となった要因の変化

前回再評価時
（H26）

今回事後評価時
（R4）

変化及びその原因等

道路構造等
一般部 暫定4車
立体交差部 本線2車

側道2車

一般部 暫定4車
立体交差部 本線2車

側道2車
・変化なし

総事業費 157億円 157億円 ・変化なし

事業期間 平成11年度～平成29年度 平成11年度～平成29年度 ・変化なし

将来交通量の
推計値

12,900～19,800台/日 11,300～17,600台/日

・前回はH17全国道路・街路交通情勢調査
ベースでの将来（R12）推計値
・今回はH27全国道路・街路交通情勢調査
ベースでの将来（R22）推計値

費用便益比
（B/C）

3.0 2.0
・費用便益分析マニュアルの改定（R4）
・基準年の変更（H２６→R４）

◆前回再評価時と今回事後評価時の比較
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４．事業の効果の発現状況

県道円座香南線
なかつま

中間工区
L=3.0km

開
通
前
の
現
道
ル
ー
ト

・県道円座香南線（中間工区）の開通により、高松自動車道から高松空港へのアクセス性が向上。

【所要時間】 東からの所要時間：29.2分 → 21.6分 （約8分短縮）
西からの所要時間：22.6分 → 15.3分 （約7分短縮）

【定時性】 東からのルート：混雑時と非混雑時における所要時間の差が3.4分減少し定時性が向上（3.7分 → 0.3分)
西からのルート：混雑時と非混雑時における所要時間の差が1.4分減少し定時性が向上（1.7分 → 0.3分）

高松空港

高松西IC
高松檀紙IC

高松中央IC

高松空港へのアクセス性の向上

出典：全国道路・街路交通情勢調査（H22）、
R2ETC2.0プローブ情報の旅行速度より算出

開
通
後
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー
ト

高松自動車道から高松空港への
所要時間の変化

3.7分差
0.3分差

3.4分定時性が向上

1.7分差

0.3分差

1.4分定時性が向上

約7分短縮

約8分短縮

西からのルート

東からのルート

高松自動車道から高松空港への
所要時間の差の変化

Ｎ

この地図は、国土地理院長の承認（平28四複、第62号）
を得て、同院発行の5万分の1地形図を複製して作成した
地図を、一部加工したものである。

１

４ ３
２

①上天神交差点
②三名交差点
③円座町交差点
④西永井交差点

主要渋滞箇所

円座香南線(中間
工区)の開通によ
り、主要渋滞箇所
を迂回することが
可能となる。

※１：高松中央IC～国道11号～国道193号～県道高松空港線
～高松空港

※２：高松中央IC～高松檀紙IC～県道円座香南線（中間工区）
～県道千疋高松線～高松市道～高松空港

※３：高松西IC～県道三木国分寺線～県道円座香南線（現道）
～県道高松空港線～高松空港

※４：高松西IC～県道三木国分寺線～県道円座香南線（中間工区）
～県道千疋高松線～高松市道～高松空港

東からのルート

西からのルート

※1 ※２

※1 ※２

※３ ※４

※３ ※４
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h
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４．事業の効果の発現状況

西山崎交差点

川岡交差点

高松西IC

高松壇紙IC

高松空港

★新西山崎交差点

中間交差点

21％減少
50％減少

県道円座香南線
なかつま

中間工区
L=3.0km

・県道円座香南線（中間工区）の開通によりアクセス性が向上したことで、中間交差点～川岡交差点の交通量が増加。
39％増加 （8,019→11,132台/12ｈ）

・新西山崎交差点と西山崎交差点では、高架区間の開通によって通行が高架橋に転換したことから、流入交通量が減少
し、交通混雑が緩和。

新西山崎交差点：流入交通量が21％減少（26,891→21,154台/12h） 西山崎交差点：流入交通量が50％減少（10,669→5,346台/12h）

交通量調査
断 面 ◆◆

新西山崎交差点 西山崎交差点

３９％増加

交通量の変化
Ｎ

この地図は、国土地理院長の承認（平28四複、第62号）を得て、同院発行
の5万分の1地形図を複製して作成した地図を、一部加工したものである。

出典：

★

●H30、H31時点交通量調査結果
（高架区間の開通から1年後の交通状況について）
・平成30年2月6日（火）
7:00～19:00

●R3時点
交通量調査結果（R3）
・令和3年12月2日（木）
7:00～19:00

交通量の変化

に し や ま さ きし ん に し や ま さ き

かわおか

円座香南線（中間工区）の状況

空港方面

高松西IC方面

高架区間
開通前

高架区間
開通後

高架区間
開通前

高架区間
開通後

高架区間
開通前

高架区間
開通後

・平成31年2月5日（火）
7:00～19:00 9



４．事業の効果の発現状況 道路交通の円滑化

出典：全国道路・街路交通情勢調査（H27）、R2ETC2.0プローブ情報

西永井

2.7km/h向上

2.1km/h向上

新西山崎 西山崎

6.9km/h向上

1.2km/h向上

高架区間の開通により、
円座香南線の速度が向上

14.1km/h向上

6.2km/h向上

・県道円座香南線（中間工区）の主要交差点（新西山崎、西山崎）では、通過交通が高架橋を通行することにより、交
通混雑が解消し混雑時の旅行速度が向上。 （最大14.1㎞/h 向上）

・県道円座香南線（中間工区）起点部の中間町交差点や、周辺の主要渋滞箇所の西永井交差点においても、混雑時
の旅行速度が向上。

・県道円座香南線（中間工区）の開通が県道円座香南線や周辺道路の交通の円滑化に寄与。

高松西IC

高松檀紙IC

高松空港

県道円座香南線
なかつま

中間工区
L=3.0km

主要渋滞箇所

その他交差点

Ｎ
中間町

1.0km/h向上

7.6km/h向上

2.8km/h向上

この地図は、国土地理院長の承認（平28四複、第62号）
を得て、同院発行の5万分の1地形図を複製して作成した
地図を、一部加工したものである。

出典：国土地理院地図

出典：国土地理院地図

出典：国土地理院地図

至 高松空港

至 高松空港

至 高松西IC

0.7km/h向上

出典：国土地理院地図

至 高松市内

1.9km/h向上

至 高松西IC

至 高松空港

高架区間の開通により、
円座香南線の速度が向上

高架区間開通後、
主要渋滞箇所である
西永井交差点の旅行
速度が向上

至 綾川町

高架区間開通後、
主要渋滞箇所である
中間町交差点の旅行
速度が向上

0.4km/h向上

※渋滞対策協議会は、旅行速度
20㎞/h以下を渋滞と定義 10



４．事業の効果の発現状況 安全性の向上

高松西IC

高松檀紙IC

・新西山崎交差点や西山崎交差点では、高架区間の開通により右折車と直進車が交錯する危険性が減少し、安全性
が向上。

新西山崎交差点：事故件数の平均が高架橋供用前後で年間２．０件減少 （5.3件/年※ → 3.3件/年）
西山崎交差点 ：事故件数が平均が高架橋供用前後で年間１．３件減少 （4.0件/年 → 1.7件/年）

出典：公益財団法人 交通事故総合分析センター 統計データ

高松空港

県道円座香南線
なかつま

中間工区
L=3.0km

1

2

整備前（2016.11時点） 整備後（2022.11時点）

高架区間の開通により、右折車と直進車が交錯する危険性が減少

1

整備前（2016.7時点） 整備後（2022.11時点）

2
事故件数（西山崎交差点）

事故件数（新西山崎交差点）Ｎ

この地図は、国土地理院長の承認（平28四複、第62号）を得て、同院発行の
5万分の1地形図を複製して作成した地図を、一部加工したものである。

高架区間の開通により、右折車と直進車が交錯する危険性が減少

（暦年）

（暦年）

5.3件／年

3.3件／年

4.0件／年

1.7件／年

高架区間開通

高架区間開通側道開通

側道開通

11

交通事故対策（信号現示の変更、路面標示等）

※ 交通事故対策以後（H26～H29）の年平均値



４．事業の効果の発現状況

至中讃、西讃地域

高松空港

県道円座香南線
なかつま

中間工区

拠点空港の役割
○救急・救命活動等の拠点機能

・情報収集（被災状況の確認等）、広報活動
・救出活動（孤立地域等の要救援者の救出等）
・傷病人の搬送（被災者を被災地外の医療施設

へ迅速に搬送）
○緊急物資・人員等輸送の受入機能 など

※物資の輸送イメージ

※物資の輸送イメージ

大規模災害時の緊急輸送道路の確保

高松西IC

高松檀紙IC
高松中央IC

・県道円座香南線は、香川県緊急輸送道路ネットワーク計画において、第2次輸送確保路線（緊急輸送道路）として指定。
・大規模災害時には、四国で唯一の「内陸型」で「航空輸送上重要な空港」である高松空港と高松自動車道を結ぶ連絡路
としての役割を果たす。

・高松空港と高松自動車道をダブルネットワークでつなぎ、災害時におけるネットワークの代替性・多重性を確保。

第1次輸送確
保路線

広域的に輸送に
必要な主要幹線
道路

第2次輸送確
保路線

市町役場等の主
要な防災拠点と接
続する幹線道路

第3次輸送確
保路線

第1次、第2次輸送

確保路線を補完
する道路

至東讃地域

ダブルネットワーク化

12



５．社会経済情勢の変化 空港利用状況・観光の状況

・新型コロナウイルス感染症流行前においては、インバウンドの増加が顕著であり、その約半数は高松空港を利用。
・高松空港では、新型コロナウイルス感染症の影響により運休していた国際線の運航が再開※され、落ち込んだ観光
需要の回復による地域経済の活性化が期待される。

・県道円座香南線（中間工区）は、空港へのアクセス性の向上により、観光振興を支援する。

※高松－ソウル線は令和4年11月23日に運航再開済み。高松－台北線は令和5年1月21日の運航再開が決定。

写真提供：（公社）香川県観光協会

銭型砂絵

平成27年4月、香川県は、観光圏整備法に基づき、 全県を観光圏の
圏域とする「香川せとうちアート観光圏」に認定（認定期間R2～R6）

「香川せとうちアート観光圏」
～せと、人、アートでおもてなし～

高松空港

高松西
IC

東山魁夷せとうち
美術館

金刀比羅宮

栗林公園

讃州井筒屋敷

猪熊弦一郎
現代美術館

猪熊弦一郎現代美術館銭型砂絵 栗林公園

周辺

エリア

観音寺市街地

仁尾の

県道円座香南線
なかつま

中間工区 L=3.0km

増加傾向

高松空港
乗降客数

年別外国人延べ宿泊客数（香川県）

51%

20%

12%

17%

高松空港

関西空港

成田空港

その他空港

香川県を訪れる外国人の
約半数は高松空港を利用

香川県を訪れる外国人が利用する空港

インバウンドの
増加が顕著

出典：訪日外国人観光客の
地域における動態及び消費動向について（観光庁）

（年度）

（年度）

出典：暦年・年度別空港管理状況調査（国土交通省）

出典：宿泊旅行統計調査（観光庁）

讃州井筒屋敷
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６．今後の事後評価の必要性等

◆今後の事後評価の必要性・改善措置の必要性

◆同種事業の計画・調査のあり方や事業評価方法の見直しの必要性

・事業前・事業後の整備効果に関してデータ等を用いて、整備効果の確認ができ
ている。

・同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要はない。

・県道円座香南線（中間工区）の供用により、高松自動車道～高松空港のアクセス
性の向上や道路交通の円滑化、緊急輸送道路の確保などの効果の発現が確認
されており、今後の事後評価及び改善措置の必要はない。
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